


 

 



はじめに 

このマニュアルは、震度５弱以上の地震を想定してつくられています。 

震度５弱以上の地震が発生したとき、あなたが身を守り、発生後数時間の混乱を乗り越える

までの対応指標となるものです。 

気象庁の震度階級は 「震度０」「震度１」「震度２」「震度３」「震度４」「震度５弱」

「震度５強」「震度６弱」「震度６強」「震度７」の１０階級となっています。 

出典：気象庁ホームページ（http://wwwjma.gojp/jma/kishou/know/shindo/） 

大学の建物は震度５弱程度の地震で大きな被害を受けることはありませんが、交通機関・電

気・ガス・水道などのインフラが被害を受けることで、通常の学生生活がおくれなくなる可

能性があります。
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●自分の身は自分で守ることを心がけましょう。

      ●非常に備え、飲料用水と非常食そして履きなれた歩きやすい靴を自分のロッ

カーに入れておきましょう。

地震発生時

①身の安全を確保しましょう 

●机の下に身を隠してください。

●バッグ・衣類などで頭を覆ってください。

●テレビ・照明器具・自販機・ガラス窓・ブロック塀などから離れてください。

●ガラス・蛍光管など落下物に注意してください。

●ドア付近の人はドアを開け避難口を確保してください。

●火を使っているときは火を消してください。

●薬品などに注意してください。

●靴を脱がないでください。

グラッときたら まず身の安全

大きな揺れを感じたら、まず身の安全を図り、 

揺れがおさまるまで様子をみてください。 

窓やドアを開け 出口を確保 

大きな揺れがおさまったときに避難できるよう 

出口を確保してください。 

ブロック塀やガラス窓には近寄らない 

屋外で揺れを感じたら、ブロック塀やガラス窓 

から離れてください.。 

避難するとき足下に注意 

屋内で転倒・落下した机・蛍光灯やガラスの 

破片などに注意してください。

まずは、 
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《大学以外にいる場合》 

①自宅(実家)にいる場合は、安全な場所に避難しましょう 

●大学に何らかの方法で速やかに安否を連絡してください。

連絡時には、学年、学部・学科、学籍番号、氏名を告げて下さい。

②マンション等にいる場合は、親など家族に所在を知らせ、安全な場所に避難しましょう 

●大学に何らかの方法で速やかに安否を連絡してください。

連絡時には、学年、学部・学科、学籍番号、氏名を告げて下さい。

●災害伝言ダイヤル「１７１」を利用することもできます。

③登校・下校途中の場合は、直ちに帰宅するなど適切な行動を取りましょう 

●親など家族に居場所を知らせ、安全な場所に避難してください。

●災害用伝言ダイヤル「１７１」を利用することもできます。

●帰宅又は安全な場所に避難したら大学に何らかの方法で安否を連絡してください。

連絡時には、学年、学部・学科、学籍番号、氏名を告げて下さい。 

南海トラフ地震に関する情報(臨時)の発表

①在宅中に南海トラフ地震に関する情報(臨時)が発表された場合は、大学は休講となります 

●授業再開など、その後の対応はS*map のジャーナルや災害用伝言ダイヤルで案内しますので、情報

に注意してください。

②在校中に南海トラフ地震に関する情報(臨時)が発表された場合は、教職員の指示に従い安

全な場所に避難する、速やかに帰宅するなど適切な行動をとりましょう 

●教職員が避難者の名前を確認する場合には協力してください。

③登校・下校中の場合は、直ちに帰宅するなど、適切な行動をとりましょう 

④自宅(実家)にいる場合は、安全な場所に避難しましょう 

⑤マンション等にいる場合は親など家族に知らせ、安全な場所に避難しましょう 

⑥正しい情報を得て、適切な行動をとりましょう 

●テレビ・ラジオ・防災無線放送等公共機関からの正確な情報を得るようにしましょ

う。
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安否の確認・連絡

《大学にいる場合》 

①教職員が行う避難者の名前確認に協力してください 

《大学以外にいる場合》 

①地震発生後、以下の方法で安否を知らせてください 

●S*map のアンケート機能を利用して報告

インターネットが使用可能な場合、大学のホームページまたは S*map で安否報告のフォームを用

意します。これを利用して大学に安否を報告してください。

●電話を利用して報告

災害後は、つながらない場合が多くなりますので注意してください。

※ 連絡先 ： 星が丘キャンパス 052-781-1186

日進キャンパス  0561-74-1186 

●災害用伝言ダイヤルを利用して報告

自宅が被災地に指定され、災害用伝言ダイヤルが開設された場合には、大学からも安否確認ができる

よう、次の方法で伝言を録音してください。

※ 利用できる電話は、一般加入電話、公衆電話、ひかり電話、携帯電話、PHS です。

171 → １ (録音) → 自宅電話番号を市外局番からダイヤル  

□□□ － □□□ － □□□□ → メッセージ

日ごろからの心構え

①災害時に冷静な判断ができるよう、普段からあらゆる場面を想定しておきましょう 

②避難路・避難場所・避難具・消火器・AED を確認しておきましょう 

●教室、図書館、大学会館、クラブ活動中、通学途中、などで。

③帰宅経路を確認しておきましょう 

●南海トラフ地震に関する情報（臨時）が発表された場合や大地震発生の場合、公共交通機関は運転中

止となる場合もあります。概ね、大学から１０ｋｍ以内の場合は、自宅や家族との集合

場所までの経路や、経路途中のコンビニ、トイレの場所等を確認しておいてください。 

④自宅(実家)への連絡方法や家族との集合場所を確認しておきましょう 

●携帯電話、PC、災害用伝言ダイヤルなど、確認しておいてください。
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参 考 

椙山女学園大学から概ね１０ｋｍの範囲 
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メ モ
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メ モ
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